
DOゼロカーボン建築サポートセンター
2050年までのゼロカーボン北海道の実現に向けて、建築住宅分野における脱炭素化を
効果的に進めるため、研修会の開催や相談への対応などにより、市町村や⺠間事業者の
皆様の取組を支援しています。

支援の内容

建築物の脱炭素化に関すること ⺠間住宅の脱炭素化施策に関すること

担当窓口
北海道建設部建築局建築整備課 主査（ゼロカーボン）
電 話︓011-204-5326 E-mail︓kensetsu.kenchiku1@pref.hokkaido.lg.jp

支援の方法

研修会の開催
ZEBの設計のポイントや国の補助事業を活用した市町村の
取組事例の紹介などをテーマとした研修会を開催しています。

相談窓口の開設
活用できる国の補助事業や⼿続き、補助⾦等の動向などの
予算に関する内容のほか、
ZEHの設計や太陽光発電パネルの設置方法、
脱炭素化改修方法や具体的な計算方法などの
技術的な相談が、多く寄せられています。

専門技術者の派遣

情報の発信

道総研・北方建築総合研究所、（⼀財）北海道建設技術センターと連携して、
住宅・建築物の脱炭素化に関する次の支援を⾏っています。

当センターのホームページで、
国の補助事業に関する情報や研修会の開催、
道の取組などについて、お知らせしています。

建築物のZEB化に係る技術や計画、
予算、国の補助事業や活用方法に
係る情報提供などを⾏います。

市町村の⺠間住宅施策・計画や住宅の新築・改修に
対する補助制度に脱炭素化の視点を導入すること
などについて、支援を⾏います。

市町村に専門技術者を派遣し、ZEBの整備や事業計画の策定などを支援します。

研修会資料の例

ホームページ
https://www.pref.hokkaido.lg.jp/kn/ksb/754.html

過去の開催テーマ
R4・ZEB化に向けたWEB計算プログラムの設計ポイント

(設計者向け)
・補助交付⾦制度と活用事例(市町村向け)

R5・省エネ適合判定申請・審査ポイント(設計者向け)

道有建築物におけるZEB事例

相談内容の内訳
(R5.11末迄 全37件)


